
第７１回福島大学経営協議会議事要録 

 
１．日 時 平成２８年１月２６日（火）１３時３０分～１５時３５分 

２．場 所 福島大学事務局棟 第２会議室 

３．出席者  

【学外委員】阿部正、菅野典雄、杉原陸夫、田原博人、富田孝志、林由美子、 

八島洋一、山崎捷子、渡邉博美 

【学内委員】中井勝己、功刀俊洋、三浦浩喜、神子博昭、青柳隆夫、 

千葉養伍、久我和巳、真田哲也、二見亮弘、 

中村信一 

〔オブザーバー〕 副学長：千葉悦子、小沢喜仁 

監 事：平山健一、高橋宏和 

４．欠席者  

【学外委員】近藤貴幸、清水潔 

 

５．議 事 

【審議事項】 

（１） 役員報酬等の改定について 

（２） 国家公務員給与法等改正に伴う給与改定の取扱いについて 

（３） 平成２８年度予算編成方針（案）について 

【報告事項】 

（１） 第７０回国立大学法人福島大学経営協議会の書面審議事項について 

（２） 平成２８年度予算（案）の伝達等について 

（３） その他 

 

議事に先立ち、中井学長から、挨拶があった。 

 

 

【確認事項】 

  第６９回、第７０回（書面）経営協議会議事要録を原案のとおり確認した。 

  中井学長から、議題内容の関係から報告事項（２）を先議するとの発言があった。 

 

【報告事項】 

（２）平成２８年度予算（案）の伝達等について 

     功刀理事から、資料５に基づき、平成２８年度予算（案）の伝達等について

について報告があった。 



 

（以下、◇はその議題に関する学外委員からの質問・意見、◆は大学側の回答等を表す。） 

 

   ＜田原委員＞ 

   ◇機能強化経費について、３つの戦略と、その中のプロジェクトの配分はどうな

ったのか。 

 

   ＜功刀理事＞ 

   ◆予算は戦略ごとに配分され、１０の取組の配分は学内で決めることになる。 

 

   ＜中井学長＞ 

   ◆大学の予算が減らせる中で、取組を全て実施しなければならないかはまだ明ら

かになっていない。 

 

【審議事項】 

 （１）役員報酬等の改定について 

    中井学長から、資料１に基づき、役員報酬等について、役員報酬等検討委員

会（学長の私的諮問委員会）の答申を踏まえ、平成２８年度から本給等の引上

げ改定を行うことについて提案があった。 

     審議の結果、原案のとおり承認された。 

 

  （２）国家公務員給与法等改正に伴う給与改定の取扱いについて 

功刀理事から、資料２に基づき、平成２７年人事院勧告に基づき国家公務員

の給与改定が実施されることに伴い、本学の対応方針として従前のとおり国家

公務員給与法に準拠した本学役職員の給与改定を実施することについて提案

があった。 

審議の結果、原案のとおり承認された。 

 

（３）平成２８年度予算編成方針（案）について 

     中井学長から、資料３に基づき、平成２８年度の予算編成方針（案）につい

て提案があった。 

審議の結果、原案のとおり承認された。 

 

＜田原委員＞ 

    ◇今回の予算編成が中井プランとの関係でどのようなつながりがあるかが分

かる資料があると良い。また今年度の予算に学長裁量経費が 1億 5千万円程



あるが、使い方について、経営協議会のような場で外部の意見を取り入れる

過程があるといいのではないか。 

 

＜中井学長＞ 

◆学長裁量経費の執行状況と、合わせて中井プランの進捗状況について次回報

告したい。また学長裁量経費は、基盤経費を減額して捻出したものであり、

各部署からの話を伺いながら、執行について決めている。 

 

    ＜富田委員＞ 

    ◇入試改革について、センター試験に替わる新テストへの対応だけでなく、福

島大学が求める人材像を明確にし、志願者を獲得するためのＰＲ等について

はどのように考えているのか。 

 

    ＜三浦理事＞ 

    ◆現在アドミッションセンター開設に向け準備室を立ち上げている。各学類の

３つのポリシーを大学全体のポリシーとして再構築し、入試、教育（カリキ

ュラム）及び就職を一貫的に考えるようにしていきたい。また専門員を配置

する予定である。 

 

    ＜渡邊委員＞ 

    ◇福島の復興や風評の払拭には、国際的な若い世代の交流が欠かせないだろう。

短期も含めて留学生の受け皿を増やす必要があるのではないか。 

 

＜中井学長＞ 

◆国際交流センターでは、短期プログラムとして協定校を対象に、２週間で震

災後の福島を見てもらい、帰国後に福島での体験や正しい情報を自国で発信

してもらうＦＡＰ（Fukushima Ambassadors Program ）事業を行っている。 

 

＜小沢副学長＞ 

◆その他にも、今週には 35 名程の台湾の学生が本学を訪れ、40 名程の本学学

生と交流する予定である。 

 本学留学生の数は震災後減っており、特に中国からの留学生が大きく減って

いる。現在の 80 名程度の留学生を震災前の留学生数である 160 名への倍増

を目指し、活動していく予定である。留学していた卒業生を介した留学生へ

の広報も行い、情報発信を心がけていきたい。 

 



 【報告事項】 

（１）第７０回国立大学法人福島大学経営協議会の書面審議事項について 

中井学長から、資料４に基づき、第７０回国立大学法人福島大学経営協議会

にて書面審議事項とした「中期目標の意見（原案）及び中期計画案について」

について報告があった。 

   

（３）その他 

   特になし 


